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平成２６年度第9回「墨田区子ども・子育て会議」・ 

「墨田区次世代育成支援行動計画推進協議会」議事要旨 
 
 

日時：平成 27年 2月 23日（月）午後 6時 30分～8時 00分 
会場：すみだリバーサイドホール（イベントホール） 

 
次 第 

１ 開会 

 

２ 議題 

議  題 資料№ 

（1）「墨田区次世代育成支援行動計画 墨田区子ども・子育て支援事業計画」【素
案】について 

  ・前回の親会議における配布資料との変更について 
・パブリックコメントで提出された意見について 

  ・計画の愛称（キャッチフレーズ）について 

 
 
資料1・2 
資料3 
資料4 

（2）保育園入園基準に関する意見書について 資料5・6 
（3）その他 
・委員の任期について 
・事業計画 PRシンポジウムについて 

 
資料7 
資料8・9 

 

３ 次回親会議の開催予定 

 日  時：平成 27年 3月 18日（水）午後 6時 30分～8時 30分 
会  場：区役所 131会議室 
 主な議題：事業計画ＰＲシンポジウムについて 
 
４ 閉会 

 
配布資料 

資料 1 墨田区次世代育成支援行動計画 墨田区子ども・子育て支援事業計画【素案】 
資料 2 墨田区次世代育成支援行動計画 墨田区子ども・子育て支援事業計画【概要版】 
資料 3 パブリックコメントの実施結果 
資料 4 現計画の表紙 
資料 5 保育園入園基準に関しての意見書（概要） 
資料 6 墨田区利用調整基準（選考基準） 
資料 7 「墨田区子ども・子育て会議」「墨田区次世代育成支援行動計画推進協議会」の任期に

ついて 
資料 8 シンポジウムのチラシ 
資料 9 すみだ区報（平成 27年 2月 21日号） 
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出席者（敬称略） 

 ○委員 

大豆生田 啓友（玉川大学教育学部乳幼児発達学科教授） 
野原 健治（興望館館長） 
西島 由美（にしじま小児科院長） 

杉浦 浄澄（江東学園幼稚園副園長） 
服部 榮（社会福祉法人 雲柱社理事長） 
財津 亜紀子（文花子育てひろば施設長） 
飯田 昌弘（中学校 PTA連合会会長） 
内田 淳（青少年委員協議会委員） 
森 八一（青少年育成委員会連絡協議会副会長） 
小菅 崇行（小菅株式会社代表取締役会長） 
佐藤 まり子（ムーミン保育室施設長） 
賀川 祐二（NPO法人 病児保育を作る会代表理事） 
貞松 成（株式会社 global bridge 代表取締役） 
佐藤 摩耶子（公募） 
荘司 美幸（公募） 
多胡 晴子（公募） 
德野 奈穂子（公募） 
福田 三加代（公募） 
荒木 尚子（緑幼稚園長） 
須藤 太郎（八広小学校長） 
青塚 史子（太平保育園長） 

 

＜欠席委員＞ 

髙嶋 景子（田園調布学園大学子ども未来学部子ども未来学科准教授） 
長田 朋久（横川さくら保育園長） 
野口 悦子（主任児童委員） 
松芳 保（小学校 PTA協議会会長） 
金子 里美（NTT労働組合東京総支部執行委員） 
本多 美絵子（両国幼稚園副園長） 

菊本 和仁（桜堤中学校長） 
 

＜傍聴＞ 

  4名（男性 1名、女性 3名） 
 
 ○課長出席者 

  大滝 信一（福祉保健部長）、関口 芳正（子ども・子育て支援担当部長）、中橋 猛（保健衛生担当
部長）、石井 秀和（教育委員会事務局次長）、小倉 孝弘（子育て支援課長）、鈴木 一郎（子ども課
長）、村田 里美（子育て支援総合センター館長） 



3 
 

 ○事務局出席者（検討チーム含む） 

  浦辺・井場・田村・遠藤・松本・酒井・柿畑・坂田 
 
 ○事務局（㈱地域総合計画研究所） 

  森井 
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１ 開会  

会長 これより開催する。 
事務局 委員の出席状況について、現在の時点で 28名の内、過半数以上が出席しており、定足数

を満たしているため、会議は有効に成立している。傍聴者の出席、記録用の写真撮影と録音

を了承願いたい。 
また、第 8回目の会議記録を委員に配布し、特段、修正等の意見がなかったため、議事録

として確定している。 
 
 
２ 議題  

（１）「墨田区次世代育成支援行動計画 墨田区子ども・子育て支援事業計画」【素案】について  

事務局 （資料 1、資料 2について説明） 
会長 何か意見等はあるか。（特に意見なし） 
事務局 （資料 3について説明） 
委員 意見の「2の学童クラブでの障害児受入れの要望」について。現在障害のある子どもは残

念ながら増えている。障害児を専門に預かる学童クラブも出てきた。こうした区民の要望

に応えて欲しい。 
事務局 学童クラブで全てを受け入れることは難しい。利用調整審査会でなるべく受け入れるよ

うに努力はしている。医療行政と職員とのコミュニケーションを図りながら、可能な限り

努力をしている。 
委員 パブリックコメントで出された意見にはどのようにして応えているのか。ホームページ

だけで応えるのは必ずしも十分とはいえない。色々な意見がある。丁寧に伝えるようにし

て欲しい。 
事務局 区のホームページに掲載してはいるが、要望があれば関係機関に配布します。 
会長 計画の愛称（キャッチフレーズ）について 
事務局 （資料 4について説明） 

御提案などあれば、今週中に事務局に連絡ください。 
 
（２）保育園入園基準に関する意見書について  

事務局 （資料 5、資料 6について説明） 
資料 5はメールで出された意見である。基準については、これまで十分に議論を尽くした

ので、改めて議論するのは控えさせていただきたい。 
会長 貴重な意見として出されているが、何か意見等はあるか。（特に意見なし） 
 
（３）その他   

会長 委員の任期について 
事務局 （資料 7について説明） 
会長 何か意見等はあるか。（特に意見なし） 

その他の 2、シンポジウムについて 
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事務局 （資料 8、資料 9について説明） 
委員 シンポジウムの際のワークショップのパネル掲示のお手伝いを出来る方は参加願いた

い。 
会長 ワークショップに参加してもらえる仕掛けはどのような事を準備しているか。 
委員 クイズ形式で、ちょっとした品物を配るようにしている。 
委員 チラシだけでなく、作って頂いたものを掲示するようにすれば、関心も高まる。 
会長 他に何か御意見は。 
事務局 事業計画書に掲載する応援メッセージを近日中にお願いします。 
 
３ 次回開催予定  

事務局 次回は、3月 18日（水）18時 30分より、区役所 131会議室で行う。議題は業計画Ｐ
Ｒシンポジウムについて予定している。 

会長 以上で、閉会とする。 

以上 


